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平成 24 年 4 月 20 日 
羽曳が丘地区の皆さま 
お手元に届けますのでご覧ください。 

羽曳が丘町会連合会 

連 合 会 報 告 
（平成 24 年 4 月度理事会＝4 月 14 日・於：第一集会所） 

1. 選挙の投票所を新設し、投票区域が変更に 

 羽曳野市選挙管理委員会によりますと、今年度より羽曳が丘地区の投票所

は１ヶ所増え全部で３ヶ所になります。新設されるのは第３７投票区で、羽

曳が丘９丁目にある第３集会所があてられます。 
 
羽曳が丘地区の投票所と新しい投票区域は次の通りです。 
☆ 第２８投票区（羽曳が丘第１集会所） 
 羽曳が丘１～6 丁目、西浦４丁目の一部、西浦５丁目の一部 

☆ 第３１投票区（ＭＯＭＯプラザ２階） 

 羽曳が丘西２～７丁目、学園前４丁目 

☆ 第３７投票区（羽曳が丘第３集会所） 

 羽曳が丘７～１０丁目、羽曳が丘西１丁目 
 

２．新年度理事（町会長・自治会長）会を開催 

 ４月１４日午後７時より今年度初めての町会連合会理事会が開催されま

した。会議には町会連合会役員７名と理事（羽曳が丘１～西７丁目町会長お

よびグリーンヒル学園前自治会長）１８名が出席し、自己紹介の後、連合会

組織、会則、役員の職務などについての説明がありました。 

 

１）連合会役員、集会所管理人の名簿は３ページの通りです。役員の担当町

会、職務分掌についても記載しております。 

 

２）羽曳が丘町会連合会組織の概略 
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・連合会役員、理事 

 連合会役員、理事は相互に協力して理事会を構成し、羽曳が丘地区住民の

福祉と快適な住環境の整備などの自治活動を推進します。個別の町会活動は

各町会が主体的に行います。 

・区長 

 町会長、自治会長は羽曳野市の「行政上の区長」として位置づけられ、行

政の末端の仕事を担います。市主催の行事にも極力参加が望まれます。 

・理事会 

 町会連合会の理事会は相互の連絡、地区内諸問題の検討のため原則として

毎月第２土曜日に開催します。緊急案件が発生した際には臨時会議を開催し

ます。 

・広報紙などの配布 

 毎月発行される市の広報紙や理事会開催毎に発行される「連合会報告」な

らびに理事会が認めた団体が発行する広報紙などの配布に協力します。 

・「投票管理者」「投票立会人」 

 国会衆参議員、府知事、府議会議員、市長、市議会議員などの選挙が行わ

れる場合、役員･理事は選挙管理委員会から「投票管理者」「投票立会人」と

して委嘱され協力します。 

・地域の年間行事への協力 

 各種団体や福祉・ボランティア団体（含む羽曳が丘Ｅ＆Ｌ）などが実施す

る羽曳が丘住民のための年間行事には可能な限り参加協力します。 

・「町会運営助成金」「区長活動報償金」 

 市から「町会運営助成金」「区長活動報償金」が支給されます。 

・町会分担金 

 町会分担金は５月と１０月に（各期＝世帯数Ｘ４００円）の金額を各町会

から連合会へ納めることになっています。 

・「羽曳が丘地区」 

 行政上の「羽曳が丘地区」は連合会傘下の１８町会・自治会と周辺３自治

会を合わせた２１町会・自治会で構成されています。通称「地区長」と呼ば

れる区長会の会長は「羽曳が丘地区」を代表します。また、２１町会・自治

会で構成される「羽曳が丘地区区長会」の会議には各理事は「区長」（４ペ

ージに名簿掲載）として出席し、連合会役員も区長会会員として出席します。 
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男性の料理教室受講者募集 
主催：ＮＰＯ法人「羽曳が丘Ｅ＆Ｌ」 
開催日時：初回６月２日（土）10 時～12 時 
開催場所：羽曳が丘小学校家庭科教室 
参加費：１０００円（講師料、材料費） 

高齢化社会を迎え、男性も料理をしな
ければならない機会が増えています。
また生活習慣病の予防にも役立ちま
す。 問い合せ先：宮本（958-5108） 
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３．食とみどり技術センター内の通行経路が変わります 

 「家畜伝染病予防法」の改正により家畜飼育に関係する施設（畜舎、資料

倉庫、たい肥処理施設、農機具庫など）のある区域を「衛生管理区域」と定

めて、それ以外の区域（居住地、道路など）と区分し、関係者以外の立ち入

りを制限することが義務づけられました。 

 これまで通り、正門と北門を 

開放（平日６時１５分から１８ 

時１５分までの間）しますが、 

４月１６日からは「衛生管理区 

域」への立ち入りは出来なくな 

ります。ウオーキングなどでセ 

ンター内に立ち入られる方も多 

いと思いますが、この措置をご 

理解いただきたいと思います。 

斜線部分が通行可能経路です。 

 

４．日赤社資募集と地域 

 福祉活動協力金のお願い 

 羽曳野市社会福祉協議会から 

標記事項のお願いがありました。 

昨年度羽曳野市では日赤社資と 

して、8,437,081 円が集まり、 

国際救援支援活動や国内の災害救護活動、血液事業など様々な活動資金とし

て活用されました。 

 また、地域福祉活動協力金は、これまで地域福祉活動の財源の一部として、

「住民会費」の名で協力をお願いしていたものです。このたび、より地域の

皆様にご理解いただけるように、名称を「地域福祉活動協力金」と変更しま

した。平成２３年度は羽曳野市全体で 5,397,510 円の協力がありました。 

羽曳が丘地区では 893,000 円が集まり、その５０％の 446,500 円が、羽曳が

丘校区福祉委員会へ還元され、地区住民の福祉に活用されています。また、

残りの５０％は社協が行う市全体の地域福祉事業の財源となります。 
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